
• GT遷移の測定により解決

• M1遷移測定でも同等の結果になるはず

• IS >= IV となるべきだが、IS < IVであった。
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縦軸は正しくは
counts / 10 keV



縦軸は正しくは
counts / 10 keV



測定詳細

0° 2.5° 4.5° 6-14° 弾性散乱
・16O ○ ○ ○ ○ ▲
・20Ne ○ × × × ○
・24Mg ○ ○ ○ × ○
・32S ○ ○ ○ ○ ○
・36Ar ○ ○ ○ ○ ○
・40Ca ○ ○ ○ × ▲
・アラミド ○ ○ ○ ○ ----

○ -- 測定済み
× -- 未測定（今回測定する予定）
▲ -- 他グループデータを借用予定
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